
 

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「やさしさ・たくましさ・かしこさを身

につけ、困難に立ち向かう『生き抜く子』の育成」を達成

するため、育成を目指す資質・能力を、「耐力（困難を克

服し、乗り越える力）」「対話し表現する力（自己肯定

感）」と定め、それぞれの重点目標を組織的、計画的に推

進しています。 

特徴的な取組は、右図のマンダラ・チャートで解析を行

っていることです。これにより、育成すべき資質・能力や

そのための手段がわかり、達成状況を色分けしているので

課題も明確になります。このことから、様々な情報が共有できるので、新たなアイディア

もだしやすくなるので、各学年や分掌による協働的な取組や、カリキュラム・マネジメン

トの推進が期待されます。 

また、「耐力」や「対話し表現する力」

をより育成するため、今年度の運動会

は、児童による「実行委員会」を立ち上

げたそうです。実行委員のメンバーを中

心に、どのような練習が効果的か、低学

年の児童を動かすにはどうしたら良いか

等の取り組みを通して、子ども達自身

も、「何のために行うのか」という目的と

手段を分けて考えるようになり、よりよ

い大会となったそうです。 

 

授業から学ぶ 
参観した授業では、教師の発問に対して、子ども達は意欲的に発言したり、友達の意見

をつないだりしていました。指導案には、子どもの考えや予想される答えを明記している

ので、子どもの考えやつぶやきを拾いながら授業を展開していました。 

今後は、挙手をする子どもを中心とした展開より、子どもどうしの学び合い等を取り入

れることで、学校が育成を目指す資質質・能力が育成されると思いました。その際は、教

師は全体を俯

瞰的に見るこ

とで、それぞ

れのグループ

の良さや進捗

について形成

的な評価を行

い、次への活

動につなげる

と良いと思い

ました。 
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